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令和５年２月教育委員会定例会会議録 

 

１．開催日時 令和５年２月２１日（火）１３時００分～１４時２０分 

２．開催場所 松浦市役所１階 別館会議室 

３．出席委員 黒川教育長、平原委員、前田委員、吉住委員、氏山委員 

４．出席職員 次長兼学校教育課長、次長兼教育総務課長、生涯学習課長、文化財課長、 

教育総務課長補佐 

５．付議事件 

（１）協   議 「国際交流＆イングリッシュキャンプ」の後援について 

（２）報 告  松浦市文化・スポーツ功労表彰の選考結果について 

（３）報 告 専決処分の承認について 

（４）報 告 松浦市立学校の学校医の委嘱について 

（５）その他 

６．傍 聴 人 無  

７．審議経過以下のとおり（要点記録による） 
 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

ただ今から、令和５年２月松浦市教育委員会定例会を開会いたします。 

今年度もあと約１ヶ月と１週間ということになりました。３月議会を乗り切

って、しっかりと今年度のまとめを行っていきたいと思います。本日もどうぞ

よろしくお願いいたします。 

それでは委員の皆様、出席されておりますので、本会議は成立いたしており

ます。 

本日の付議案件は、先にお知らせしておりました協議１件及び報告３件、そ

の他についてご審議をお願いしたいと思います。それでは早速、議事を進めて

まいります。 

日程第１、会期の決定については、本日１日間とすることでよろしいでしょ

うか。 

はい。 

では、１日間ということで決定いたします。 

日程第２、会議録署名人の指名は、２番前田委員と３番吉住委員にお願いし

たいと思います。（了承） 

よろしくお願いします。 

日程第３、教育長・各課の報告に移ります。 

最初に私の方からですが、行事的なことですが、２月５日に第１５回鷹島町

マラソン大会がモンゴル村で開催され、佐賀県唐津市肥前町からも参加があり、

１５チーム、約２００名が健脚を競われました。吉住教育委員さんのご出席あ

りがとうございました。青山学院大学陸上部出身の安藤悠哉さんにも走ってい

ただいて、参加者はとても満足そうでした。なんと言っても、鷹島中学校の生

徒が多く参加してくれていたのが大変嬉しかったところです。先生方も校長先

生をはじめ、走られていました。天候にも恵まれて素晴らしい大会になりまし

た。 

また２月１３日には、第９回松浦市学校適正配置等検討委員会が行われ、学

校適正配置等検討委員会は第９回をもって終了しました。予定では明日２２日

に、佐々木委員長、松下副委員長から答申をいただくようになっております。

この方針のもとに、令和５年度に計画を策定してまいりたいと考えております。

私からは以上です。 

（以下、各課の報告） 

１月定例会以降の主な行事・会議について、教育総務課分は次のとおり。 
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学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

１／２７  第８回松浦市学校適正配置等検討委員会 

１／３０  施設整備に係る県教育環境整備課ヒアリング 

１／３０  ガバナンス研修（～３１日） 

１／３１  安全運転講習会 

２／６   例規審査委員会（６、７、１０、１４、１５日） 

２／１１  木育キャラバン in 松浦（～１２日） 

２／１３  第９回松浦市学校適正配置等検討委員会 

２／１３  福島地区スクールバス保護者説明会 

２／１４  福島地区スクールバス運転手採用試験 

２／２１  吉住委員 委嘱状公布 

２／２１  教育委員会定例会 

（今後の予定） 

２／２２  令和４年度長崎県育英会臨時評議員会 

２／３０  未収金回収機構第４回実務者会議 

２／２４  今福小学校訪問、教育委員会臨時会 

 

１月定例会以降の主な行事・会議について、学校教育課分は次のとおり。 

１／２７  第８回松浦市学校適正配置等検討委員会 

２／２   子どもサポート推進協議会研修会 

２／２   歯科保健事業連絡会 

２／３   第１１回松浦市校長研修会 

２／６   通学路安全推進会議 

２／６   初任者研修運営委員会・連絡研修② 

２／６   松浦市特別支援 CO 連絡協議会実務者会 

２／７・９ ステップ子育て相談会 

２／１０  第３回研究主任研修会・市学力調査説明会 

２／１０  消防署内意見発表会 

２／１３  長崎県英語教育推進協議会 

２／１３  第９回松浦市学校適正配置等検討委員会 

２／１４  第１０回松浦市教頭研修会 

２／１４  県「学びの活性化」プロジェクト応援会議 

２／15・16 人事評価に係る校長最終面談 

２／１７  地区別教育長会 

２／２０  松浦市特別支援 CO 連絡協議会代表者会 

２／２０  子どもサポート推進協議会代表者会議 

２／２１  教育委員会定例会 

２／２１  松高みらい懇話会 

（今後の予定） 

２／２４  教育委員学校訪問（今福小） 

２／２４  教育委員会臨時会 

２／２５  松浦市学校保健大会（文化会館） 

３／３   適応指導教室ステップ閉級式 

３／１３  市内中学校卒業証書授与式 

（調川中・今福中・福島中・鷹島中）  

３／１４  市内中学校卒業証書授与式（御厨中・志佐中・青島小中） 

３／１７  市内小学校卒業証書授与式（青島小を除く） 

３／２４  市内小・中学校修了式 

 

１月定例会以降の主な行事・会議について、生涯学習課分は次のとおり。 

１／２８  九州地区スポーツ推進委員研究大会（大分市）（～２９日） 

１／２９  第１２回オーストラリア・デー・イベント 
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文化財課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

氏山委員 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

２／３・４ 令和４年度スポーツ講演会ｉｎ鷹島（スポーツ協会主催） 

２／６   企業版ふるさと納税者感謝状贈呈式 

（（株）ケイミックスパブリックビジネス） 

２／９   長崎県スポーツ表彰 

      長崎県スポーツ教育長顕彰（長崎市） 

２／１０  第２回松浦市少年補導委員研修会 

２／１１  長崎県スポーツ推進委員研究大会（雲仙市）（～１２日） 

２／１３  令和４年度公益社団法人長崎県スポーツ協会表彰式 

２／１６  長崎県スポーツ協会 第３回生涯スポーツ委員会 

２／２０  子どもサポート推進協議会（第２回代表者会） 

２／２０  映画「ケアニン」上映会＆ワンポイント介護講座 

（今後の予定） 

２／２６  文化会館自主事業「恐竜くんトークショー」 

２／２８  新移動図書館車披露式 

３／５   松浦市文化・スポーツ功労表彰式 

３／１２  国際親善協会 ＪａｐａｎｅｓｅＤａｙ 

３／１９  図書館講演会 令和４年度家読活動推進事業 

      講師 森林総合研究所鳥類学者 川上和人 氏 

         ﾆｼﾉｼﾏ ﾌﾝｶ  ｳﾐﾄﾞﾘ ｵﾉｺﾛｴﾏｷ 

      「西ノ島・噴火・海鳥・淤能碁呂絵巻」 

３／２３  第２回松浦市立図書館協議会 

３／２８  交際親善協会理事会 

 

１月定例会以降の主な行事・会議について、文化財課分は次のとおり。 

１／２９  国際博物館保存会議派遣（ドイツ）（～５日） 

１／３０  「旅色」取材対応 

２／３   毎日新聞取材対応 

２／５   水中遺跡シンポジウム「水底のヒストリア」（東京） 

２／６   エルトゥールルに係る視察 

２／８   埋蔵文化財担当職員等講習会（～１０日） 

２／１０  鷹島海底遺跡保存活用特別委員会 

２／１１  在福岡モンゴル国名誉領事外視察対応 

２／１３  鷹島小学校 第８回 水中考古学クラブ 

２／１７  三市（平戸市、五島市、松浦市）正副議長会視察対応 

２／２０  福岡市西区地域関係との協議（福岡市） 

２／２１  教育委員会定例会 

（今後の予定） 

２／２３  奈良大学学長及びモンゴル文化財担当視察 

２／２４  文化財保存活用地域計画策定協議会 

３／１１  福岡事務所イベント MATSUURA AJIFRY PARK 

報告が終わりましたが、ご質問等はありませんでしょうか。 

学校教育課に質問ですが、２月２０日に子どもサポート推進協議会があって、

私も参加したんですけど、保健師の方から、自分がヤングケアラーになるとい

う子が小学生１０人、中学生１５人という回答だったということだったんです

けど、家庭内のことで関わりも難しいところもあると思うんですけど、子供が

子供らしくいられる時間というのはすごく大切だと思うんですね。公的なサー

ビスとか支援サービスとかを学校がお知らせしたり、そういう関わりなど何か

されているのかなと思いまして。どこまで深刻な状況か分からないんですけど。 

まずヤングケアラーに関して、おかれている子供たちの認識に関して言いま

すと、実は自分がそういう虐待的に、ヤングケアラーになっている気がない、

やっているということを自覚していない子供がほとんどというところがまず課
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氏山委員 

教育長 

前田委員 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

前田委員 

 

教育長 

 

 

前田委員 

 

 

 

文化財課長 

 

 

 

 

 

前田委員 

教育長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

題であります。家族のために自分が貢献している。お母さんのために、代わり

に料理をしたり、親が忙しくしているところで兄弟の面倒を見てあげていると

いう家族の一員として貢献しているということを誇りに思っている子供たちが

結構たくさんいる。ただそのことによって自分自身の時間が持てないっていう

ところに意外と気付いていない。そういう部分で、おそらく私達大人の方がま

ずヤングケアラーに関しての実態と、子供たちが置かれている子供たちの気持

ち、そういうことをしっかり認識する必要があるんだろうなと思ったところで

す。 

こういったものを教職員の方にもしっかり伝えて、ヤングケアラーを頭ごな

しに否定するんではなくて、より貢献して、頑張ってもらって、誇りに思って

いるというところはしっかり認めて、その上で保護者等との話し合いに持って

いく。そういう対応の仕方について、今後の研修のあり方について考えていき

たいなと思います。まだ状況等の実態、調査が終わったくらいですので、教育

関係者としてどう関係したらよいかを今後研究してまいります。 

ありがとうございました。 

他にありませんでしょうか。 

木育キャラバンの件ですけれども、行かれた人が程よい人数で、子供たちも

保護者も礼儀正しく活動していましたということでした。知育に、知を育てる

のに本当にいいなと感じましたという感想を私に話してくださいまして、あり

がたかったと話されていました。 

実際、市外から知り合いのファミリーも来られていました。佐世保市役所 OB

の産業振興財団の佐世保事業所長も家族で朝から来られていて、帰るときに話

をしたら非常にいい取り組みだと言われていました。星鹿の知り合いのファミ

リーは、以前も来たことがあってお昼で帰ろうとしたんだけれども、子供がな

かなか帰ろうとしないので、今年はお弁当を持って１日遊ぶとか言っていまし

た。 

知が育つというような話をお母さんがされたので、良い取り組みだと思いま

した。本当に楽しかったし、皆マナーを守って、礼儀正しかったそうです。 

私も２日目に行って会場内を回ったんですけど、市長も来られて回られてい

ました。 

他にありませんか。 

この間、総合教育会議で鷹島の水中考古学の話をしましたが、先程の説明で

これから先、やることが着実に動いているな、いいなとの思いを持ちました。

「水底のヒストリア」ですけど、先頭集団が組めそうなところがいくつかあり

ますか。 

そうですね。「水底のヒストリア」は真っ先にモンゴルの取材について池田教

授の話。その他にも海外の事例ですとか、国内であればエルトゥールル号、和

歌山県にトルコの船が沈んだ話、また幕末の海洋丸、この間ミサイルが近くに

落ちた北海道江差町です。あと瀬戸内海の村上水軍の城跡。そういったものの

事例発表もございました。そういった事例も発表されながら、他にもポスター

発表ということで徳之島、静岡県などが発表されています。 

ありがとうございました。 

他にありませんでしょうか。 

（質問なし） 

それでは、日程第４協議「国際交流＆イングリッシュキャンプ」の後援につ

いてを議題といたします。 

６ページをお願いいたします。「国際交流＆イングリッシュキャンプ」の後援

について、松浦市教育委員会共催・後援等取扱要領の規定に基づき、協議をお

願いするものでございます。７ページに共催等の申請書を添付していますが、

申請者が宮城復興支援センター、NPO の団体になります。大会・事業等の名称

が「国際交流＆イングリッシュキャンプ」で、８ページに事業計画書というこ
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教育長 

 

前田委員 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

教育長 

 

生涯学習課長 

 

教育長 

生涯学習課長 

 

 

 

 

教育長 

生涯学習課長 

教育長 

とでいただいています。事業の日程、期間が４月１日から８月３１日とされて

おりますが、長崎県を対象にした開催は、１１ページの資料にあります。上の

方に、全国の開催地を囲んでありますが、長崎県はその右下にあり、４月２９

日から３０日、長崎駅を出発地して国立夜須高原青少年自然の家、それから７

月夏休みに開催されるのが、２７日から３０日で同じく長崎駅出発の背振少年

自然の家。長崎県内で２回対象として行われる様でございます。 

それから参加費用ですけれども、無償と有償がありますが、この団体のそも

そもの目的が被災地から非難した避難生活の児童をキャンプに参加させて、楽

しませるという取り組みをされている。この方々が無償となり、有償の方の対

象になると思うんですが、３泊４日５万７，３００円というふうになっていま

す。この中には送迎とか、アクティビティ部材とか有償ボランティアへの謝金

とか、そういったものが含まれているようでございます。 

対象が小学生となっております。小学生と引率者が長崎駅に集合して、あと

はこの団体のボランティアスタッフ、外国人留学生２０人から２５人、日本人

の留学経験者が１０人弱。それと団体の職員と看護師さんが付く。大体１００

人の参加者に対してこのようなスタッフ体制ということでございます。 

生涯学習課の方にこのチラシとともに、書類送付ということでご案内があり

ましたので、内容をもう少し詳しくということで案内に書いてある番号に電話

してみたんですけど、なかなか繋がらなかったりしたものですから、地元宮城

県庁に尋ねてみましたが、県庁では、規程された後援に合致するものであると

いうことで後援を決定したということです。同じくこちらの団体のホームペー

ジを見ますと、全国的に県庁、各市の後援は決定されています。長崎県内でい

きますと、長崎県庁も規程に合わせて、事業内容を照らし合わせて教育委員会

の中で後援すると決定したということです。佐世保市は、開催地が市内でない

と後援しないという規程になっているようでございまして佐世保市は後援しな

いです。平戸市は、同じように連絡を取ったところ、申請者に連絡が取れなか

ったので後援をしませんということでした。本市は事務局サイドで規則等を照

らし合わせてみたところ、内容については後援できる内容にはなっています。 

説明は以上でございます。ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

ただ今説明がありましたことについて、委員皆様からご意見、ご質問等お願

いいたします。 

私がよく分かっていないですが、９ページの収支は一致しなくていいんです

ね。最初から赤字になっていますよね。連絡も取れなかったということで。 

代表である携帯電話番号は連絡が取れなかったんですけど、事務局が、火・

木１０時から１７時３０分というところで、やっと繋がって、後援依頼につい

て尋ねますと、長崎県が今回初めてらしいです。もし、各市町、県庁に後援が

取れたら、直接、学校にご案内したいという状況です。収支は、合致していま

せんね。 

こういった施設に泊まって、私も天地に勤めていましたけれど、５万円以上

出して行くのかなと疑問は感じたところです。 

松浦から長崎まで行って、そして子供達だけ、それとボランティアスタッフ

などというのが、少し不安があるのかなとは感じております。 

いかがでしょうか。 

共催等を行わない基準ですが、政治的又は宗教的中立を侵すおそれのあるも

の、営利事業又は営利的意図があると認められるもの、公序良俗に反するもの

又はそのおそれがあるもの、暴力団と関係があるもの又はおそれのあるもの、

同人的活動で社会性に乏しいもの、実施計画等が充分でなく、事業等の確実性

が疑わしいもの、その他教育委員会が不適当と認めるもの、となっています。 

結局、子供達の参加費で、スタッフの手当なども払うという事ですね。 

 有償ボランティアの手当ても支払われます。 

 ９ページの収支予算書の宮城県から来る人の旅費も出すようになっています
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が、そこまではせんばかなと思うんですけど。交通費一式で３５０万。宮城か

らの職員の交通費とか。 

 NPO 法人で宮城復興支援センターとネーミングされると、なかなかノーと言

えない部分があるんですけど、１０ページの国際交流＆イングリッシュキャン

プについて、設立当初と今と何か活動が変わってきてないかなという懸念が感

じられます。さっきも出ました様に、１泊２日で２万７,３００円、３泊４日で

５万７,３００円ということもあり、後援すべきかなということが疑問です。当

初の設立目的と少し変化して来ていないかなと思います。 

 ここにも書いてある、最初は先程話したような内容で、現在は国際交流の事

業、防災の事業に拡大しています。資料でしか分からないですけど。 

 課長もなんとなく不安を覚えて、実際に聞いたりいろいろ調べられたんだろ

うとは思うんだけど。ただはっきりとノーという理由がないような気もして、

判断が難しい。 

宮城県庁も長崎県庁も申請内容が後援等の判断基準を外れる所がないとして、

教育委員会が後援したということだろうと思います。私が先程共催等を行わな

いとする定義を読み上げましたが、教育委員会として判断というところがある

ので。 

やはり、参加費等も高く、松浦の子供は市でイングリッシュキャンプを行っ

ているし、国際交流も行っているので、今回見送ったらどうでしょうか。 

はい。 

それでは、日程４の案件については、「後援しない」ということでよろしいで

しょうか。 

（異議なし） 

後援しないということで決定いただきました。 

続きまして、日程第５、報告「松浦市文化・スポーツ功労表彰」の選考結果

についてお願いいたします。 

１１ページでございます。松浦市文化・スポーツ功労表彰の選考結果につい

てでございます。松浦市文化・スポーツ功労表彰規則第１０条の規定に基づき

まして、別紙のとおり報告するものでございます。こちらの方は松浦市文化・

スポーツ功労表彰規則の表彰選考委員会を経まして選考したものでございます。

１３ページに松浦市地域文化賞部門で４名の方、１４ページからがスポーツ賞

になります。個人が１０名の方、それから団体で３団体の選定をしております。 

第１の定めですけれども、個人については市内在住若しくは市内出身の方、

そして団体については、市内に本拠地がある優秀な成績を収められたとのこと

で選定させていただきました。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

ただいま説明がありましたけれども、委員の皆様からご質問等があればお願

いいたします。 

団体は全て野球ですね。 

そうですね。少年野球クラブ組織と松浦ＳＴ。ＳＴというのが壮年４０歳以

上。１６ページにある松浦ＯＴ。ＯＴは実年という言い方をして５０歳以上で

す。ＯＴはチーム名です。 

質問等はありませんね。それでは、日程第５の案件については、承認すると

いうことでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

それでは、承認するということで決定いただきました。 

続きまして日程第６報告「専決処分の承認について」を議題といたします。

日程第６報告、専決処分の承認についてをお願いいたします。令和４年度第 

２回埋蔵文化財担当職員等講習会の後援について、松浦市教育委員会共催・後

援等取扱要領第６条第２項の規定により、別紙のとおり専決処分をしたので、

これを報告し承認を求めるものでございます。１８ページをお願いいたします。

こちらが共催等の決定通知でございます。１９ページにその内容を記載してお
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ります。主催者は文化庁と長崎県教育委員会です。期日が令和５年２月８日か

ら２月１０日にかけて、会場がアルカスＳＡＳＥＢＯと松浦市立埋蔵文化財セ

ンター、吉井町にある福井洞窟ミュージアムです。申請書の受付日が２月１日

です。県の方の手続きが遅れたこともありまして、余裕を持った提案ができな

かったことによりまして、今回ご報告という形で報告させていただいています。

２０ページ、２１ページに要項等をつけておりますので、ご参照いただきます

ようお願いいたします。 

ただいま説明がありましたが、委員の皆様からご質問等ありますでしょうか。

２１ページに日程がありますが、私も、２月８日、９日、アルカス佐世保の方

に参加させていただきました。この度は９日の１１時２０分から１２時まで、

基調報告で「鷹島海底遺跡の調査・活用」で早田副主任が報告をしました。２

２ページには最終日のエクスカーションに内野課長ほか、文化財課が対応した

ということでございます。 

ご質問等はありませんでしょうか。 

（質問なし） 

それでは、日程第６の案件については承認するということでよろしいでしょ

うか。 

（異議なし） 

承認するということで決定いただきました。 

続きまして日程第７報告「松浦市立学校の学校医の委嘱について」を議題と

します。 

資料２３ページをお願いいたします。日程第７報告、松浦市立学校の学校医

の委嘱について、下記のとおり委嘱しましたので、報告するものです。学校に

つきましては、御厨小学校、御厨中学校。区分が学校医。委嘱年月日は令和５

年１月２０日、氏名は押渕素子先生です。ご存知だと思いますが、１２月１９

日に押渕英展先生がお亡くなりになられまして、後任をお願いいたしましたと

ころ、快くお引き受け頂いたということです。押渕英展先生が御厨小学校、御

厨中学校だったので、その後を引き継いでいただきました。 

ただ今説明があったことについて、委員皆様からご質問等があればお願いい

たします。 

（質問なし） 

それでは、日程第７の案件については、承認するということでよろしいでし

ょうか。 

（異議なし） 

承認するということで決定いただきました。 

最後に日程第８その他についてです。委員皆様から何かありませんでしょう

か。 

マスク着用について、卒業式は松浦市として具体的にどうされますか。 

はい。先月でしたが、国からの通知が県を通じて下りてきました。各小・中

学校にその通知をそのまま出しております。卒業式におけるマスクの取り扱い

についてということで、そこに書かれている文面は、児童・生徒および教職員

はマスクを外すことを基本とするというふうに書かれております。来賓等、教

育委員さんも含まれるかと思いますが、および保護者はマスク着用を基本とし

てというふうに書いてあります。ソーシャルディスタンス、いわゆる３密回避

ですね、またそこがポイントになる様でございます。ちなみに県立の高校は卒

業生だけはマスクを外していいけど、在校生はマスクを着用する対応をすると

か、学校によってやり方を判断をしているようでございます。松浦市内も小・

中学校の学校規模がずいぶん異なりますので、またインフルエンザが、今流行

している学校がございまして、最終的には学校の判断に任せようというふうに

思っているところであります。一応、来週の校長会で情報共有をして、どうい

う対応するかというところは、ある程度、お互いに認識を深めておこうかなと



 - 8 - 

 

 

 

 

 

教育長 

吉住委員 

教育長 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

教育総務課長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

思います。できるだけ卒業生は、保護者の前でマスクを取って、卒業証書を受

け取った後、振り向きますよね、その時はマスクを取って保護者に見せるとか、

配慮をできるようにしたいと思います。実はこの通知の最初にですね、行政で

一律に決めないこととありまして、学校判断に委ねる予定としております。 

よろしいでしょうか。 

はい。 

他にありませんか。 

学校教育課から大きく２点お願いいたします。１点目は先ほど月行事のとこ

ろでもお話させていただいた松浦市学校保健大会のことです。学校保健大会で

は今回、被表彰者が９名おります。学校医、学校歯科医、学校薬剤師さん方で

す。特別功労として、お亡くなりになった押渕先生も被表彰者として対象とな

られています。ご案内するのは、講演のところで、中谷晃先生をお呼びしての

愛着形成への支援ということで、メディアの利用も子供たちに影響を与えてい

るところだということで、あまりメディアを使って子育てするのがよろしくな

いような話でございました。文化会館のゆめホールで行われますので、お時間

のご都合がつかれるようであれば、ぜひご参加ください。 

２点目は確認とご意見をいただければということで、確認は告辞、祝辞の担

当者一覧をお配りさせていただいております。告辞の担当者のところで、委員

様方には、それぞれ分かれていっていただこうと思っております。告辞につき

ましては進行係の方で、書面の配付をもって行いますという一声があります。

もう一つ、卒業式告辞の関係で本日小・中学校の告辞の内容をお示しさせてい

ただきました。後ででも結構ですので、ご意見を賜りたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 他にありませんか。 

 ３月の教育委員会日程について、ご相談させていただきます。まず、定例教

育委員会ですが、３月２９日１４時からでお願いいたします。また、２４日の

学校訪問と臨時教育委員会についても出席の方をよろしくお願いいたします。 

 それでは、令和５年２月教育委員会定例会を閉会します。 

 お疲れさまでした。 
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